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本
書
は
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
「
身
体
医
文
化
論
」
の
第
四
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
第
一
集

は
「
感
覚
と
欲
望
」
、
第
二
集
は
「
運
動
と
（
反
）
成
長
」
、
第
三
集
は

「
腐
敗
と
再
生
」
の
各
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
き
た
。
第
四
集
に
あ
た
る
本

書
は
、
「
食
」
の
問
題
を
扱
っ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
十
四
編
に
序
章
が
付
さ

れ
た
十
五
編
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
章
を
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
全
体
の
内

容
と
評
者
の
視
点
か
ら
関
心
を
も
っ
た
数
章
を
取
り
上
げ
て
紹
介
の
責

を
塞
ぎ
た
い
。

序
章
は
編
者
の
一
人
で
あ
る
石
塚
に
よ
る
「
食
餌
の
技
法
の
試
み

ｌ
新
た
な
食
文
化
論
に
向
け
て
Ｉ
」
と
題
さ
れ
た
全
体
の
総
括
と
方

向
性
に
関
す
る
概
説
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た

い
ｏ
第
１
部
は
、
「
食
餌
の
パ
ソ
ロ
ジ
ー
断
食
か
ら
拒
食
へ
」
と
題
さ

れ
、
久
木
田
直
江
の
第
一
章
「
マ
ー
ジ
ェ
リ
ー
・
ケ
ン
プ
の
断
食
ｌ
ヴ

ァ
ー
ジ
ン
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
へ
」
、
宇
沢
美
子
の
第
二
章

「
食
べ
な
い
技
法
ｌ
紳
士
と
知
識
人
と
サ
ム
ソ
ン
の
た
め
の
食
餌
法
」
、

加
藤
め
ぐ
み
の
第
三
章
「
拒
食
症
的
身
体
／
論
理
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ト

ラ
ブ
ル
ー
ウ
ル
フ
に
お
け
る
食
餌
と
身
体
」
の
三
章
か
ら
な
る
。
こ
こ

で
は
、
「
食
」
を
論
ず
る
う
え
で
「
食
を
と
ら
な
い
」
状
態
と
し
て
の

断
食
や
拒
食
と
い
っ
た
現
象
か
ら
論
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

鈴
木
晃
仁
・
石
塚
久
郎
編

「
身
体
医
文
化
論
Ⅳ
食
餌
の
技
法
』

た
い
ｃ第
Ⅱ
部
は
、
「
胃
弱
と
消
化
の
技
法
」
と
題
さ
れ
、
阿
部
公
彦
の
第

四
章
「
漱
石
の
食
事
法
Ｉ
胄
弱
の
倫
理
を
生
き
る
と
い
う
こ
と
」
、
石

塚
久
郎
の
第
五
章
「
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ァ
・
デ
ィ
ス
ペ
ブ
シ
ァ
ー
ヵ
ー

ラ
イ
ル
の
身
体
と
”
胄
弱
“
の
発
見
」
、
大
道
寺
慶
子
の
第
六
章
「
江
戸

の
食
傷
Ｉ
病
の
想
像
の
一
考
察
」
の
三
章
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
、

「
胄
弱
」
や
「
食
あ
た
り
」
と
い
っ
た
食
に
関
わ
る
身
体
的
失
調
の
中

に
込
め
ら
れ
た
文
化
的
表
徴
を
読
み
解
く
点
で
共
通
し
た
視
角
を
も
っ

て
い
る
。

第
Ⅲ
部
は
、
一
転
し
て
「
食
養
生
す
る
身
体
食
餌
、
セ
ッ
ク
ス
、

自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
題
さ
れ
、
浮
ヶ
谷
幸
代
の
第
七
章
「
食
餌

実
践
を
飼
い
慣
ら
す
人
た
ち
ｌ
現
代
日
本
に
お
け
る
糖
尿
病
者
の
事
例

か
ら
」
、
梅
川
純
代
の
第
八
章
「
媚
薬
ｌ
中
国
性
技
法
に
お
け
る
〈
食
〉
」

の
二
章
か
ら
な
る
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、
糖
尿
病
の
食
養
生
と
媚
薬
と

い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
食
を
「
自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
と
ら

え
な
が
ら
読
み
解
い
て
い
く
。

第
Ⅳ
部
は
、
「
思
考
す
る
冑
ｌ
哲
学
と
精
神
分
析
に
お
け
る
食
の

饗
宴
」
と
題
さ
れ
、
河
野
哲
也
の
第
九
章
「
哲
学
者
の
食
卓
ｌ
わ
た
し

た
ち
は
、
誰
と
食
べ
、
い
か
に
食
べ
、
何
を
食
べ
る
の
か
」
、
知
野
ゆ
り

の
第
一
○
章
の
「
カ
ン
ト
哲
学
の
食
事
作
法
卵
よ
く
味
わ
っ
て
か
ら
飲

み
込
む
こ
と
ｌ
享
受
の
一
体
化
と
味
覚
／
趣
味
の
差
異
化
」
、
遠
藤
不
比

人
の
第
二
章
「
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ
イ
ン
と
い
う
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ー
精

神
分
析
に
お
け
る
食
と
排
泄
の
弁
証
法
」
の
三
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
パ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
哲
学
や
精
神
分
析
と
い
っ
た
形
而
上
の
世
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界
で
の
食
の
あ
り
方
。
と
ら
え
ら
れ
方
を
問
題
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
最
後
の
第
Ｖ
部
「
食
（
卓
）
と
文
学
の
ボ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
」

は
、
小
宮
彩
加
の
第
一
二
章
「
吸
血
鬼
の
食
餌
ｌ
プ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
ヵ

ー
の
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
」
に
見
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
「
食
の
問
題
」
」
、

小
菅
隼
人
の
第
一
三
章
「
演
劇
と
し
て
の
食
事
ｌ
「
タ
ィ
タ
ス
・
ア
ン

ド
ロ
ニ
カ
ス
』
に
お
け
る
人
肉
食
と
料
理
服
」
、
浅
井
千
晶
の
第
一
四

章
「
ク
ッ
ク
家
の
悲
劇
ｌ
生
産
神
話
の
崩
壊
」
の
三
章
よ
り
な
っ
て
い

る
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、
食
が
文
学
作
品
の
中
で
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と

な
っ
て
い
る
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
の
食
へ
の
ま
な
ざ
し
を
解
き

明
か
し
て
い
る
。

本
書
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
、
編
者
の
一
人
の
石
塚
は
、
序
章
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
二
食
餌
の
技
法
』
は
美
食
の
文
化

史
で
も
食
卓
の
歴
史
で
も
味
覚
の
変
遷
史
で
も
料
理
の
歴
史
で
も
な
い

新
た
な
食
の
身
体
医
文
化
史
を
構
築
す
べ
く
、
身
体
、
医
学
（
医
術
）
、

健
康
と
病
、
自
己
を
巡
る
食
の
総
体
的
概
念
を
「
食
餌
の
技
法
」
と
捉

え
直
し
、
現
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
食
研
究
へ
の
先
鞭
を
つ
け

る
。
」
（
十
四
頁
）
編
者
ら
が
、
一
定
の
問
題
意
識
と
し
て
抱
い
て
い
る

の
は
、
本
書
以
前
の
食
に
関
す
る
歴
史
研
究
が
「
食
欲
」
が
自
然
に
あ

り
、
そ
の
欲
求
を
発
現
、
充
足
さ
せ
る
も
の
と
し
て
文
化
が
想
定
さ
れ

て
い
る
中
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
本
書
は
そ
の
本
能
と
し
て

の
食
欲
す
ら
も
実
は
文
化
的
な
文
脈
性
の
な
か
で
規
定
さ
れ
て
き
た
と

い
う
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
食
を
人
間
主
体
の
文
化
的
産
物
と
し

て
見
る
視
点
と
と
も
に
、
食
自
体
が
人
間
の
身
体
的
・
精
神
的
自
己
を

形
成
し
て
き
た
と
と
ら
え
る
視
点
を
も
含
ん
で
そ
の
文
化
の
変
遷
を
各

執
筆
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で
読
み
解
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
食
に
は

常
に
自
己
の
「
生
」
全
体
を
被
い
尽
く
す
ほ
ど
の
過
剰
な
意
味
が
ま
と

わ
り
つ
く
。
こ
の
よ
う
に
、
食
べ
る
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
身
体
を
道

具
・
手
段
と
し
て
使
う
重
要
な
身
体
技
法
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
社
会
化

さ
れ
る
あ
る
特
定
の
型
・
習
慣
が
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
と
し
て
身
体
に
埋
め
込

ま
れ
る
「
ト
ポ
ス
」
と
な
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
身
体
経
験
を
通
し

て
自
己
が
成
型
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
技
法
）
の
一
つ
と
し
て
も
機

能
す
る
」
（
石
塚
、
十
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と

も
編
者
に
あ
っ
て
、
フ
ー
コ
ー
弓
○
巨
８
号
．
三
）
が
一
連
の
知
の
系
譜

学
の
中
で
提
起
し
た
「
自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
系
譜
に
お
い
て
食

を
と
ら
え
か
え
そ
う
と
し
て
い
る
点
は
、
本
書
を
従
来
の
食
に
関
す
る

文
化
史
の
記
述
を
越
え
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
い
る
大
き
な
要
因
で

あ
る
。そ
の
試
み
が
、
ど
こ
ま
で
各
著
者
の
共
通
理
解
に
な
っ
て
い
た
か
に

関
し
て
は
い
く
ぶ
ん
議
論
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
方
法
は
、
社
会
学
的
手
法
も
あ
れ
ば
、
比
較
的
従
来
の
思
想
史
・

文
化
史
の
手
法
に
近
い
方
法
論
も
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、

お
そ
ら
く
共
同
研
究
と
し
て
の
相
互
の
研
究
的
自
立
性
を
尊
重
し
た
結

果
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
各
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
の
中
で
編
者

の
意
図
を
汲
も
う
と
し
て
い
る
意
欲
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
敢
え
て
評
者

の
好
み
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
種
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
は
仕
方
な
い
面
も
あ

ろ
う
が
、
副
題
が
長
い
な
と
感
じ
る
論
文
も
あ
る
し
、
少
な
か
ら
ず
主

題
あ
る
い
は
副
題
の
表
現
に
や
や
街
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
の
は
筆

者
か
。
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二
○
○
五
年
暮
れ
、
一
○
何
年
か
ぶ
り
に
大
阪
の
医
学
史
研
究
会
に

出
席
し
て
、
ふ
る
い
仲
間
の
何
人
か
に
お
会
い
し
た
。
そ
の
な
か
に
、

喜
寿
を
む
か
え
た
著
者
も
お
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
「
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
ｌ
維
新
政
権
と
医
学
教

育
』
（
一
九
七
九
年
）
、
『
日
本
近
代
医
学
の
定
立
ｌ
私
立
医
学
校
済

生
学
舎
の
興
廃
』
（
一
九
八
四
年
）
、
「
日
本
近
代
医
学
の
相
剋
Ｉ
総

力
戦
体
制
下
の
医
学
と
医
療
』
（
一
九
九
二
年
）
（
い
ず
れ
も
医
療
図

書
出
版
社
）
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
著
者
の
日
本
近
代
医

学
史
四
部
作
が
完
結
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
お
祝
い
を
も
う
し
あ
げ
た

い
。
い
ず
れ
も
縁
密
な
調
査
に
も
と
づ
く
独
自
の
切
り
口
の
も
の
で

〔
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
東
京
都
港
区
三
田
二
’
十
九
’
三
十
、
電

話
○
三
’
三
四
五
一
’
三
一
六
八
、
二
○
○
五
年
八
月
、
Ａ
五
判
、

三
七
八
頁
、
三
八
○
○
円
〕

そ
の
よ
う
な
点
は
些
事
に
属
す
る
。
「
食
育
」
が
強
調
さ
れ
る
昨
今
、

自
己
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
の
食
の
問
題
に
真
っ
向
か
ら
、
し
か
も

従
来
の
文
化
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
越
え
て
、
身
体
・
健
康
・
医
療
の
思

想
史
と
し
て
再
措
定
し
た
試
み
に
は
賛
辞
を
贈
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

や
《
ノ
○

（
瀧
澤
利
行
）

神
谷
昭
典
著

「
日
本
近
代
医
学
の
展
望
医
科
大
学
民
主
化
の
課
題
』

あ
る
ｃ本
書
が
と
り
あ
げ
て
い
る
医
科
大
学
と
は
主
と
し
て
、
著
者
が
ま
な

び
、
た
た
か
っ
た
名
古
屋
大
学
医
学
部
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

愛
知
県
立
医
学
校
は
、
一
八
八
七
年
の
勅
令
第
四
八
号
「
府
県
立
医
学

校
ノ
費
用
ハ
明
治
二
十
一
年
度
以
降
地
方
税
ヲ
以
テ
之
ヲ
支
弁
ス
ル
コ

ト
ヲ
得
ズ
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
き
の
び
た
、
数
す
ぐ
な
い
公
立
医
学

校
の
一
つ
で
あ
る
。
著
者
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
の
た
め
に

自
前
で
運
営
さ
れ
て
き
た
医
学
校
で
あ
っ
て
、
国
家
目
的
に
そ
っ
て
上

か
ら
創
成
さ
れ
た
学
校
で
は
な
い
。
そ
の
学
校
、
教
職
員
、
学
生
が
国

家
の
意
志
に
よ
っ
て
ど
ん
な
犠
牲
を
し
い
ら
れ
、
そ
れ
に
抵
抗
し
て
き

た
か
。
そ
の
壮
大
な
叙
事
詩
が
本
書
で
あ
る
。

第
一
章
は
弓
特
高
月
報
』
か
ら
み
た
名
古
屋
帝
大
医
学
部
」
。
キ
リ

ス
ト
者
学
生
運
動
か
ら
無
産
者
医
療
運
動
に
と
び
こ
ん
で
い
っ
た
青
木

文
次
、
そ
の
同
志
米
沢
進
の
こ
と
や
、
，
名
帝
大
医
学
部
共
産
主
義
グ

ル
ー
プ
ー
の
こ
と
な
ど
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
目
に
つ
く
の
は
、

教
授
た
ち
が
左
翼
学
生
に
庇
護
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
青
木
の
獄

中
書
簡
は
、
こ
の
闘
士
の
う
い
う
い
し
い
心
を
つ
た
え
て
い
る
。
本
章

に
は
ま
た
「
名
古
屋
医
科
大
学
助
手
団
ス
ト
」
の
項
が
付
載
さ
れ
て
い

る
。
県
立
愛
知
医
科
大
学
は
一
九
三
一
年
官
立
に
移
管
さ
れ
て
名
古
屋

医
科
大
学
に
な
っ
た
が
、
こ
の
さ
い
東
京
帝
国
大
学
出
身
者
を
採
用
し

て
県
立
以
来
の
九
名
の
教
授
が
任
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
抗
議
し

て
、
助
手
団
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
で
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
助
手
団
の
結

束
は
の
ち
に
の
こ
っ
た
。

第
二
章
「
戦
時
下
医
育
と
戦
後
処
理
」
は
、
旧
‐
満
州
国
‐
の
ジ
ャ


